
１

（答）

ベン図を利用するとよい。バスと自転車の両方を利用している生徒は つまり 全体の ％に

　　あたることがわかる。　よって　 人 （答） 人

　歩く速さと走る速さの比は であることから かかる時間の比は となり この比の差の が

分に相当することになる。よって 歩いたときには 分 分 かかることになる。つまり 時に出発した

場合 学校に着く時間は 時 分となる。　　　　　　（答） 時 分

百の位が のとき のとき のときについて 考えられる けたの偶数を調べると 　　　　　　　　　　　　　

　　 の 個となる。　　（答） 個

三角形の相似比の利用。△ △ であり また △ △ であり

　　 より となる。よって， 　　

さらに となることから 　　（答）

　この厚紙を点線でおり立体を作ると 底面が 辺 の直角三角形であり 高さが の三角すいとなるこ

とが分かる。よって 　　　　　　　 　　　　　　（答）　

２

村 川上 から 村 川下 までこいでいくのにかかった時間と 村から 村までこいでいくのにかかった時間　　

　　の比は であることから 速さの比は となることがわかる。ここで

村から 村までの速さとは、（静水時の速さ） 川の流れの速さ）

村から 村までの速さとは （静水時の速さ） （川の流れの速さ） であることから

速さの比の差の は （川の流れの速さ） に相当することになる。

これより （静水時の速さ）： 川の流れの速さ） であることがわかる。

　 静水時の速さは 時であることから 川の流れの速さは　 時　となる。　　（答） 時

　 村から 村までは つまり 時で 分かかることから，　

（答）

３

　図 において，正方形の１辺の外側につく半円 個分の直径は となることから，弧の長さの和は　

　　　　　 （ ）　　　　　　　　（答）　

　図 の半円の面積の和は　

　　図 において，半円 個分の直径は だから，

　 半円の面積の和は　

　　よって，図 の半円の面積の和と図５の半円の面積の和の比は　 　（答）
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４

　　 方向から見た図により この立体は、下の図のような形であることがわかる。よって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　体積は　 　　　（答）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表面積は　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（答）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５

列目までに 人 列 番目までの人が座り 列目には 人が座ることになる。

つまり， 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（答） 番目

　 余り より， 列目までの座席はすべて使い 列目の 番目までを使うことになる。

（答）

列目には 人 列目には 人のように 奇数列には 人 偶数列には 人が座る。

列目までには 人 列 ＋ 人 列 人 が座る。 列目は偶数列なので， の席に

番目の人が の席に 番目の人が座る。このように座っていくと の席には 番目の人が

座ることになる。 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 （答） 番目

奇数列と偶数列を１組と考えれば良い。 の より， 余り なので 奇数列と偶数列を 組と　

　　　 考えた場合 人 列 列 つまり 列目まで使い 残りの 人のうち 人は 列目 人は

列目に座ることになる。 列目は偶数列なので 　 …　と座っていくと 番目は と

なる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（答）

６

図 の太枠の部分に着目すればよい。　　　　（答）　①イ　 ②ウ　

図 の太枠の面積を求めればよいことになる。

　　　　　　　　　（答） ③ 　④ 　⑤ 　 ⑥ 　　　　※　③ ⑤ と答えてもよい。

この考え方を利用すると の計算は 下図の太枠部分の面積を求めることになり、

　　 となる。

よって

　　　（答）　⑦ 　　⑧ 　　⑨ 　　⑩

　　　　　　※　⑦ ⑨ と答えてもよい。

　同様に考えると

　

よって， （答）　


